





程をも含んだカオス運動発生モデルの実例が Van der Polと Van der Markによって提示
されるに至った。１９２７年のことであった。
現在マクロ経済学において重用されている Hopf分岐の議論は，上の Van der Polの振
動モデルから発想を得たものであった。Hopf分岐は，非振動的運動からリミット・サイク
ル（limit cycle）運動が発生する可能性を説くものである。
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＝λ２	（ fxgy）λfx gy	fy gx
＝λ２	（tr（ J））λdet（ J）＝０ （４）
を解く根である。
ここで，D≡det J，T＝tr J と設定し，それぞれをたて軸，横軸にとれば，カルテシアン平面（Carte-





p（１）＝０  D＝T	１ （６）
p（	１）＝０  D＝	（T１） （７）


































































































































































＝λ２（tr J）λdet J＝０ （１８）
を解くことによって求められる。ここで，特性方程式の判別式 Δ は，tr J＝λ１λ２，det J＝λ１・λ２を
想起すれば










を得る。このとき，パラメータ μ の値に応じて，特性根 λ１，λ２は x−y 平面に５つの場合を区分する。
すなわち，











次に，上の５つの場合を μ 軸に沿った μ の変化の中で位置づけてみよう。
いま，x と y の均衡値を x＊，y＊で表わせば，μ＜０のとき図－3－（a），（b）から明らかなごとく，x＊＝
０，y＊＝０がしたがい，体系は μ 軸に沿って移動していく。しかるに，μ＝０に至ると，体系は劇的
に変化し円（circle）の形状をとる。さらに，μ が正の方向に移動し続けると，体系は μ の任意の


































上の Van der Pol方程式の場合は，この条件をすべて満たしており，パラメータ μ が μ＝０を通過
するとき，体系は，μ＜０に対する原点（x＊＝０，y＊＝０）たる安定均衡解から，μ０に対するリミッ
ト・サイクルに変化する。したがって，μ＝０は x−y 平面の原点において Hopf分岐を発生させると
帰結される。
ところで，Jacobian行列の det J が正のとき，特性根は複素根となることを想起すれば，以下で






































p（λ）＝λ２tr（ J）λdet J＝０ （２５）






















































point）を構成することが確かめられる。因みに，時間選好率（rate of time preference）ρ＝１/β１




















以上の想定の下で，世代 t の成人の問題は，前世代からの遺贈 kt，子の次世代への遺贈 kt２，人





















































kt１k＊  f（kt）（１δ）ktctk＊ （４５）
を意味し，したがって
ct１ct  ctf（kt）（１δ）ktk＊ （４６）
を導く。
以上から，










































































































p（λ）＝λ２tr（ J）λdet（ J） （５７）
は，２つの正の実根 λ１，λ２（＞０）をもつ。λ２＞λ１＞０とすれば，λ１λ２＞２，λ１・λ２＞１を導く。しかるに




を意味している。k＊：f′（k＊）＝ρδ に収束する鞍点経路がしたがう。しかるに，黄金律＾ k と定常







































受し得る遺贈 Itに依存することを表わしている。ただし，c２tは t 世代の老年期の消費，ltは若年期
の労働供給量であり，β は異時点間割引因子，θ は異世代間割引因子であり，０＜β，θ＜１と仮定さ




























がしたがう。ここで，評価函数 V の遺贈水準に関する包絡面条件（envelope condition）を導いて













































（１rt１）wt ltIt＝rt１It＝［ f（nt）nt f′（nt）］It１ （７４）
と表現し直される。しかるに，生涯予算制約式（（６３）式）を想起すれば，（７４）式は，





























ここで，上の体系の労働と資本の間の代替弾力性（substitution elasticity between labor and capi-
tal）σ をパラメータとして採用しよう。
労働と資本の間の代替弾力性 σ は





































































p（λ）＝λ２tr（ J）λdet J＝０ （８３）
と表現し直される。
さて，以下で，代替弾力性をパラメータとする上の遺贈体系の定常解が Hopf分岐を発生させる
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